
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士市議会報告 

●小池としあき市政レポート 
令和 5 年 1 月 20 日発行            小池としあき 〒417-0001 富士市今泉 2305-5 
                            TEL：52-5453 FAX：69-1129 
                            ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.koike473.com/ 
                            Ｅmail：koike473＠ab.thn.ne.jp 

 

小池としあきが 11 月定例議会で、 
53 回目の一般質問に臨みました！！ 

 今回は、9 月に発生した台風 15 号による清水区等の災害対応を踏まえ、災
害時の道路啓開(けいかい)、災害ごみ対策、そして災害時だけでなく、日常の
生活・産業を下支えする建設業の適正な育成支援について質しました！！ 

① 災害時に土砂や崩壊した家屋、放置自動車等で道路が埋まり、通行
が不能になった場合、それらを取り除き、緊急車両が通行可能な状
態にする「道路啓開」が救出救助・復旧の第一歩だが、市内の骨格道
路は、国、県、市がそれぞれの道路を管理している。道路啓開等の指
揮命令系統の重複・混乱が想定されるが、それへの対応・備えはどう
取り組むか？ 

(市長)平成 25 年に富士市建設業組合と「災害時における緊急対策業務
に関する協定」を締結し、災害対策本部と連携を図りながら、組合員の
皆様に道路啓開を行っていただく体制となっている。 
 しかし道路啓開の指示は国、県、市の各道路管理者が行うこととなっ
ており、受ける側は複数の協力依頼・指示があれば、どちらを受ければ
良いか混乱が想定される。縦軸の指揮命令系統がある中、各組織間での
横方向の情報共有・連携は必要不可欠であり、本年 10 月から関係機関
が参加し道路啓開に係る勉強会を開始した。今後は情報伝達訓練、実際
の啓開訓練に取組み、実効性を確保・向上していく。 
 また、平成 28 年に策定した「富士市地震防災建設部建設総務班行動
マニュアル」を、富士市建設業組合と協働し、更に実効性あるものに練
り上げていく。 
(再提案)マニュアルを実効性あるものにするには、骨格道路に加え、出
先消防署、まちづくりセンター、救護所、避難所等と連絡する啓開すべ
き道路区間の優先順位を可視化した「富士市道路啓開計画図」を作成し、
関係機関で教諭すべき。 
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■東日本大震災時の道路啓開 

令和 5年新春号 

① 台風 15 号の被害が大きかった静岡市清水区では、被害

を受けた家電製品、家具、畳等の災害ごみを住宅地周辺

の小公園や道路・空き地にまず仮置きし、それを大規模

仮置き場に運び込み、分別処理していた。また大規模仮

置き場の運営は、地元事業者も被害を受けたこともあり、

県外事業者に委託する形を取っている。富士市ではどう

取り組むのか？ 
 
(市長)災害ごみの仮置き場は、これまでに候補地として決定

している富士川緑地公園、大淵公園等、大規模候補地 5 カ

所に加え、中規模の地域別仮置き場候補地 6 カ所を調査検

討しているが、静岡市の状況を踏まえ、地域別仮置き場より

も規模が小さい町内会・区単位での仮置き場候補地につい

て、町内会・区の皆様と協議の上、検討していく。 

 また仮置き場の管理・運営についても､静岡市等の状況を

参考に､災害が市内で甚大な被害をもたらし、市内事業者の

協力が得られない場合を想定し､市外の災害廃棄物仮置き場

運営実績のある事業者への依頼についても検討していく。 
 
(再要望)今回の台風 15 号による災害対応等を踏まえ、「富

士市災害廃棄物処理計画」の見直しを進めてほしい。 

■道路啓開計画図の例（千葉県野田市の計画図を一部抜粋） 

■台風 15号災害で発生した災害ごみの仮置き状況（清水区） 

●まずは地域の小公園や道路脇に仮置き 

●落ち着いた時点から開設された大規模仮置き場で分別処理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

まちあそび人生ゲーム in吉原（11/12）…商店街の各店舗を｢マス｣に見立て､参加者がルーレ
ットの出た目に従って店を巡る街歩き｢すごろく｣です｡初めて商店街を歩いた人も多かった！ 

富士市技能者表彰式（11/20）…この道 50 年近くを極めて来られた「技能功労者」の方々の
中には私と同年代の方が何人かいて、久しぶりの再会にうれしさがこみ上げてきました! 

今年最後の田宿川の川そうじ（11/20）…この時期は、気温より年中一定(14～15℃)の水温
の方が高いため作業はしやすいです。田宿町の角田町内会長にカマを研いでもらいました! 

アルティメット･ガイアカップに富士高 100周年記念チームが出場（11/26）…全国各地の学
生チームに所属するＯＢ･ＯＧが 100 周年記念チームを編成し、特製ユニフォームで出場! 

ＭＡＵハンドベルリンガーズのクリスマスコンサート（11/27）…さすが、本年度の富士
市教育文化スポーツ奨励賞を受賞したことを実感する円熟のレベルと楽しさ満載でした! 

 

① 富士市として建設業者の存在意義をどう考えるか？ 
 
(市長)あらゆる生活・産業分野で道路等のインフラが活用さ
れており、建設業は本市の社会経済活動を下支えしている。
またインフラ、公共施設の日常的な維持管理、緊急修繕等の
他、災害時には極めて厳しい状況の中、最前線で安全・安心
の確保を担うなど「社会資本の担い手」、「地域の守り手」と
して必要不可欠な産業と認識している。 
 
(再質問)工事発注、担い手の確保、災害対応力の強化等、様々
な面から建設業を応援する姿勢、取組みをまとめ､行政､
建設業､建設関連機関等にとって共通の指針となる｢(仮)
富士市建設業育成支援計画」を策定する考えはないか？ 

 
(市長)建設業は、将来の担い手確保をはじめ、労働環境の改
善、ＩＣＴの活用などによる生産性の向上、経営基盤の安定
化等の課題を抱えている。こうした課題解決のため、富士市
建設業組合と年 1～2 回の意見交換会を開催しているが、
更に頻繁な意見交換や情報共有の場を設け、より顔の見え
る関係を作っていくことが重要と考える。 
今後は、これまでの意見交換会を発展的に移行させた

｢(仮)富士市建設産業活性化協議会｣を設置するよう富士市
建設業組合と協議・調整していく。協議会設立の合意が得ら
れれば、その中で提案の計画策定について検討していく。 

10～12月の活動 

12～3月の活

動 

…ようやく様々な市のイベントや地域の行事がリアルに開催されるようになってきました。本格的な復活までもう一息です！ 

■全国各地での建設業育成支援のためのさまざまな取組み事例 

今泉小で｢いのちを考える｣講演会(10/25)…所属する富士マウントライオンズクラブでは､
毎年市内の小学校約 10 校で助産師さんを講師に招き､わかりやすい性教育講座を開催！ 

3 年ぶりの富士まつり(7/30)…コロナの感染拡大防止のため、飲食は公園の中だけでした
が、多くの人で賑わいました。青葉通りから見上げる大輪の打ち上げ花火は最高です！ 

津田荒田島地区で市政報告会（12/18）…私の生まれ故郷です。津田に事務所を置く細野豪志
代議士にも出席いただき、この地にかつて存在した「中吉原宿」に関する歴史講演会も開催! 

富士高創立 100周年記念式典（11/11）…同窓会を中心に約 2 年かけて準備してきた 100 周
年事業の集大成です。私は実行委員会事務局長として受付、クレーム対応等でヘトヘトに！ 

■令和 3年度 富士市各部管理施設に関する緊急補修・修繕工事件数 


